
所在地：山梨県上野原市     開発面積：80ha     総区画数：1412区画 
まち開き：1992年４月 築25年 

コモアしおつ（積水ハウス） 



コモアしおつ スマートウェルネス住宅等推進モデル事業 
 

コモアしおつ（積水ハウス） 



所在地：千葉県柏市       開発面積：63ha     総区画数：1480区画 
まち開き：1980年４月 築37年 

柏ビレッジ（東急不動産） 

「田中理恵、木口彩、Valentina Sistri」 



所在地：岐阜県可児市      開発面積：316ha     総区画数：3449区画 
まち開き：1974年４月 築43年 

桜ヶ丘ハイツ（不二企業） 

  



宮脇檀 「コモンで街をつくる」 



宮脇檀 「コモンで街をつくる」 



桜ヶ丘ハイツ（不二企業） 

都市計画法上では開発の段階から、30年後を見据えた絵が描けない 



桜ヶ丘ハイツ・桂ケ丘自治会 



桂ケ丘自治会の取り組み 



住まいのまちなみネットワーク総会 



住み続けられるまちのために 

 その街がどう生まれ、どう育ってきたかを伝えられるもの
が必要 

(世代交代、新入居)歴史を伝える→街づくりをゆるぎないものにする
ために） 

 高齢化し、つぶやきが聞こえない→あずまや欲しい 
 最初のルールが合わなくなってきた時、どういう枠組みで

考えるか 
 分譲地の外、周辺とのコミュニケーションがうまくとれな

い 
 ルールが災いしている→弾力化・運用→再ルール化 
一任協定で出来た組織も、住民が変えて新たにスタートした。 
 生みの親への提言＝ベンチの向き、ルールが理解できない、

外の集まる場所が欲しい 
 もっとまちの人を知りたい  

場・処 

まちの
歴史 

人 

ルール 



柏ビレッジ（東急不動産） 

 「写真提供 東京大学大野研究室」  



モビリティを使った地域圏再生 

 「暖かい巡回（Orange Rounds）大野秀敏」  



モビリティを使った地域圏再生 

「NPO法人urban design partners balloon」 



柏ビレッジで行われた“たなカー”実験 
今後増えてくるであろう、
使われなくなったガレージ
を想定した 
“ぷらっと”  
 
住宅街の空いたスペース
に屋根をかける。 
１つ屋根の下で住民の
方々がひとときを過ごす。 
 
そういった簡単な操作でも、
まちかどに 
魅力的な“場”を生み出
すことができる。 
普段から親しい人と仲良く
しゃべる、初めて会った方
とも楽しくしゃべる。 

「NPO法人urban design partners balloon」 



コミュニティダイニング 

「撮影：高野菜美」 


